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シンポジウムの概要
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オーガナイザー
　伊藤昭博（東京薬大生命）
　上原孝（岡山大院医歯薬）

　翻訳後修飾は、翻訳後に起こる蛋白
質の化学的な修飾である。翻訳後修飾
には、アセチル化やメチル化などの化
学修飾や、ユビキチン化などの蛋白質
修飾があり、標的蛋白質の活性、安定
性、細胞内局在などの調節を介して、
生命の根幹となる様々な生命現象に関
与する。
　一方、これら翻訳後修飾の異常によ
る蛋白質機能不全は、癌などの疾患の
原因となるため、その全貌の解明は疾
患治療の観点からも重要である。

　蛋白質の翻訳後修飾は、生体内化学
反応を介して標的蛋白質に修飾するた
め、翻訳後修飾を理解するためには、
生物のみでなく化学などの異分野の力
が必要となる。すなわち、翻訳後修飾
を見るためには分析化学の力が、探り、
操るためには合成化学の力が必要であ
る。
　本シンポジウムでは、生物、合成化
学、分析化学の各々の分野で翻訳後修
飾研究の第一線で活躍する先生方にご
講演いただき、翻訳後修飾研究に関す
る最新の話題を提供していただくと共
に、翻訳後修飾をキーワードに異分野
連携の重要性を議論したい。

（伊藤昭博）

異分野融合から切り拓く
翻訳後修飾研究の新展開

オーガナイザー
　木戸宏幸（Chemist and Pharmacist）
　園部尭仁（北里大薬）

　保険薬局の医薬品適正使用に向けた
取り組みは、今後さらに質を高め、幅
広く実践していくことが求められる。
そのためには、個々の薬局が独立して
取り組むだけではなく、地域の保険薬
局全体での協力や、近隣の医療機関と
の連携がより重要になると考えられる。
　本シンポジウムでは、既に実践され
ている地域独自の取り組みとして、地
域における推奨医薬品集である「地域
フォーミュラリー」を全国に先駆けて
作成・運用している事例や、外来患者

の医薬品服用後の安全性確保を目的と
した「薬薬連携による副作用報告体制」
を整備・運用している事例、在宅緩和
ケア実践に当たっての当該地域におけ
る障害の明確化と「在宅連携モデル」
運用による結果を検証した事例等を紹
介する。
　これにより、各地域における医薬品
適正使用に関連したニーズの発見や改
善のための取り組みの実践が推進され
ることを目的に、本シンポジウムを企
画した。
　また、薬学生に対する薬局の地域医
療への参画に関する教育についても協
議したい。

（園部尭仁）

保険薬局における医薬品適正使用の実践

オーガナイザー
　塩田有史（愛知医大病院感染制御部
　　　　　　／薬剤部）
　松元加奈（同志社女子大薬）

　昨今、新型コロナウイルス感染症（Ｃ
ＯＶＩＤ‒19）のパンデミックにおい
て、大学、病院、調剤薬局などの教育
や医療の現場での対応は多岐にわたっ
ている。その中で薬剤師においても、
医療現場では様々な役割を担い、他の
医療従事者と共に患者を支えていくこ
とが強く求められている。
　しかし、未だ未知の部分が多いＣＯ
ＶＩＤ‒19に対する対応は困難を極め

る事項が多々存在する。
　そこで、ＣＯＶＩＤ‒19対応におけ
る薬剤師の役割の明確化に迫るため、
本シンポジウムを企画した。病院、薬
局、大学の感染対策および薬物治療に
ついて薬剤師、薬学部教員から最新の
エビデンス、アウトカム、研究、教育
（実務実習を含む）に触れながら解説
する。
　加えて、感染症領域に精通した医師
からは、ＣＯＶＩＤ‒19の診断・治療・
感染対策の全般について施設内でのマ
ネジメントにも触れながら解説が行わ
れる。

（塩田有史）

ＣＯＶＩＤ‐19対応における薬剤師の役割を考える
－大学・病院・薬局の現場に向けて

オーガナイザー
　加藤大（昭和大薬）
　入村達郎（順天堂大）
　熊本卓哉（広島大院医系科学）

　新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶ
ＩＤ‒19）に対峙するに当たって、医
薬品の開発と適正な使用に関わる薬学
関係者は過去１年間大きな貢献をして
きた。今後は特に、ワクチンや治療薬
などの医薬品に関わる国境を超えての
正確な情報の共有と迅速な供給体制の
確立がさらに重要になり、薬学関係者
は重責を担っている。状況の一般社会
への発信も必須である。
　本シンポジウムでは、異なる立場か
らこの難局に立ち向かってきた薬学
関係者のリーダーにお話をうかがい、

このような中での国際協力のあり方
についてもご意見をいただく予定で
ある。
　具体的には、薬学の国際組織である
国際薬学連合（ＦＩＰ）、医薬品医療
機器の承認審査に関わる規制当局、医
療従事者である薬剤師の組織、治療薬
を供給している企業の方にお話をいた
だく予定である。
　国際薬学連合は、新型コロナウイ
ルス対策のガイダンスとして、正確
な情報を迅速に人々に提供する活動
を続けているが（https://www.fip.org/
coronavirus）、広くは知られていない。
　本シンポジウムをきっかけに、迅速
で有効なＣＯＶＩＤ‒19対策が国際協
力のもとに進むことを期待する。

（加藤大）

国際交流シンポジウム

ＦＩＰフォーラム－ＣＯＶＩＤ‐19パンデミックに
対する薬学関係者の国際協力

オーガナイザー
　内田真美（松山大院薬）
　橘男（神戸学院大薬）

　わが国の総人口に占める65歳以上の
高齢者人口の割合（2020年）は28.9％
と世界で最も高く、今後も上昇してい
くことが予想されている。超高齢化社
会において、癌、循環器疾患、認知症
およびうつ病などの患者数が増加して
おり、これらの中には病気の発症・進
展の原因や薬物治療における問題点の
解明が必要とされている疾患が存在す
る。
　本シンポジウムは、認知症、うつ病

および疼痛などの病態解明や新規薬物
治療の確立にフォーカスを当てた基礎
研究、さらにドラッグリポジショニン
グの視点から、既存薬の新規効果（各
種抗癌剤により誘発される副作用の予
防および治療）の検証を目的とした臨
床研究に取り組む若手研究者による研
究発表にて構成している。
　本シンポジウムが、将来の医療を担
う学生や若手研究者たちの活発な意見
交換の場となり、臨床現場における
様々な問題点とその解決方法について
の最新情報を共有し、患者さんの幸せ
に貢献できる機会を提供したい。

（内田真美）

大学院生・学部生シンポジウム

次世代の若手研究者が切り開く
薬学研究の発展と医療への貢献


